
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 農業融資への利子補給の実施        ＪＡ名 なすの （栃木県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

農林中金が、ＪＡから農業資金の融資を受ける農業者・農業経営体に対して、

経営をバックアップし、成長に向けた支援を行うことを目的に利子補給を行って

おり、これを活用した融資に取り組んでいます。 

２ 概要 ＪＡバンク利子補給の要旨 

（1）利子補給対象資金 

 ①農業近代化資金  

②農業経営改善促進資金   

③ＪＡ農機ハウスローン  

④アグリマイティー資金（ＪＡ農機ハウスローンと同条件の案件に限定） 

⑤アグリスーパー資金 

⑥ＪＡ飼料用米対応資金   ※平成 27年 8月より取扱いを開始 

（2）利子補給期間 

以下の期間について利子補給を行う。   

資金種類 利子補給期間 

長期資金（貸付期間 1年超） 

（農業近代化資金を除く） 

借入日から 3年後の応当日まで 

短期資金（貸付期間 1年以内） 借入日から 1年後の応当日まで 

   ただし、農業近代化資金は借入日から 5年後の応当日までとする。 

 

３ 成果 

（効果） 

利子補給対象資金の２７年度実行件数と金額 

  実行件数・・・１２２件 

  実行金額・・・３７７，４２６千円 

うち、上記⑥のＪＡ飼料用米対応資金の取扱は、実行件数６件、実行金

額１８，３９０千円となりました。 

４ 今後の

予定（課題） 

平成２８年６月から農地取得などについて新たに利子補給事業の対象となり、

より使い勝手の良い制度となりました。 

 

 


